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Ⅰ序
〆Llセリン.r)t鰍:指Z=た,JP_状:=i;いて
偲 三Il∫′)-tl)ンダイナマイ日つ隅苗は班
々 ì講のlJ･.亡となJ)ケiS古 い,〆')セリン】-7
,.'.I.･)群 ダイナITイt.について .主要 七･1牙究予
点.'J.あるがこiLは昏状であTJr) あ生り.7制

がJ:くない どうしても!ちrrl:-ある丁拝J_召圭

しい,,琴汀ダイナマイtで.両も使古7･t･yリ
JL:1)ノであらなLi･t蕗泣溝の子J,クのlrrC-あっ
て-I.lJダリ七1)ン3503の1fyイナマイ71は
き71t7ダリセリ-/30%'の諦耶ダイナマイトま
で-二速した1J3040'を割ると:･15仲不能土1tは尻-
摂仲tJl恥 こも類別jLが入る.労相 こ於 亡は昨
年)1月灘知命の席上で申し上げ こかr'引拭き

22̀alL･涙L1,-7LログtJt･1)ンL'6,0.'の陵--H
EIF5'ilTyイナ｢･イトに成功した｡

),･計究の主相とはモ ノ- tLL2ナー/2リン.71ナ

ン71)/の萩状井触杓i･.一成分として7;汁

yイナマイトに可河性を輿へたものであも .
之はガJ谷下氏の熊井 く15･IjB'18)で溝と近溌輸
し1.,-攻手長E_･稚砦し.エ屯的泣込の可能な),W
をiLEベJ･i.

】【′成 分

今モノ･--1tlナフタリンとナフタリンの推

放火軸物はその成分によって胞湖がti:1化して
早/壬T.17ナー/ク1)ンと-)--/ク1)ンt')比JJ:6
封4の帖に,lは任で340であろ｡ 配合l)flに･(-ノ
-1T'ふフク.Jンとナフタリンを別 t的 -Cllも

Lこて加湿し洪秋のものをJr.1和の時に加-',.,と
且帥小で1-1¥状叉はZJ'液状でA帥ll難に充分の可u
性を附加し,秩めて'#跡-L朋伸しうろ4
30%の新胴モ ノニトL･ナ7グ1)ン-)i.他的た

加へた新胸との配合成分の-IP･Jを犯す｡
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評T!9-ィナマイ11.つELL.コ.rt:(-･のLLl:苔に.1･
ろカ:丑伸t玄空する軌 LJ.ま覇自lコのFIT苛性と

庶伸紐の拝送である｡我々ユ･'Lとr.Lてゐるポ
仲三豊のモー7-;ま1lpJ;九 外相の相 即与mn).

規掠るOIllm.妙みさ3mnl,古ツJ1-のJIl性lJl

nml.七の岩tyBbTp,m 'gS孔は3加 m で '3
私 25mmで3本,=TnmmでJ).､.lL凍什適性は
i')13,3mm抄とい}､秋蝶でn.;什時のカの分心,
可男性と之等の抑齢 こついても首F究中である
攻の三拝任I判三原仲の軽易をTLcir}も｡
1 王7.1,ダリセリ-/の刺缶,
今進は3.1駕以Tではどうし-cuIl水なし､と
いはれ.{ゐたが叔AがfJつた手,如上L'EJeSで
も充分良好なHJ.男主を打 た
2 相安の粒変が/トなら了Ej良い｡
3.LJ菜の言t･ログリセ1J/掛 こノJの人なる
Lの7ri良い｡
Ll.載扮'ま小輩粉が良い.監約のブルIJ-ン分

大'tる程よい0

-1米粉は托比7部 .′トでTとgED小なtliilい
れ 米紛兄は少ない捜上h｡ ,
6･水分が少なtJl稚上い｡

7 責泊が耗vL程よい,この影rL.!は41砲 火で
あろ｡

8.相和時tlElはあ3･I)長くても魁 かすさICも
よくない,粥唱と,利別の甜11mより判別
別氷る.乱T.iは 95【11111.佃である.
頗仲磯はモータ-部と.スクリュー伽 との

シャフTlの迎拙部に裸のuJ-ンと入れて.州正

のかし?)過ぎた時には桝jILるtRr'_してある｡

仰-歴 伸しとも,窓小難で札 ひびが入 3.i

絹,紬鰍 こ移すことが川衆なレ､ヤ抑 れ ると

か.口金の朗-瀕がつまIDて〃い-.都ないとか
vtふ現激も3LO｡我 の々狂お しJ-:JyJTではモノ
エ7･リナフタ1J./とナ-/タリン4日兆織物も入
れても,主T.I.〆1)セリンP3,00'iiT げろと.
碑カに今述べた現象が生じてどつしても雌仲
LH釆ない.上漣の壁仲領では25㌔が長政であ
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/-I･トFLナ,/グ'Jン. ♪一●'') ン.rJも_い

て的ってTLる73C-,)):二C:.亡も決して一方('rJ｡
は退.鮒野.弓耶且ilt干.叫il.)'#言比 11A,
ノ～ミq:耶hLl.棚 (fSI-･lJlrrl.NIL'-'llH -r川
tt.=⊂カスト.itt毒の㌫ .つ代りにIlljI
L等の比))lT=I(炎:こ示-1.

･とこqt苛汝の5-久一t･L娘の毘l̂唱弼 j詑'.
ヤPf萌と'rJ_Tt鞍ノミ良を'=:叫艮ユ苛王エゴJ.if/)
た).I(,J等つを共を己めlLv･｡こ.7がの_P.eTモ

糊巧.つ旬カ ニ.I_lFJ'等Jをヌカ叱 い.
又'兵熟つ53等'-_Oq-L･Leノptト71ナ-JタrJ

ンとナ77コソと.つ読物 Iの で巧付 与
に巧安n工賃より'{x払t一.:,I,lLい,
jt同化についても約1で.こWくな六 上i't-.l
L.-山_の方より盲 ､rEI7tWも1.い

V･モノニ トロナフタIJン合有硝安
ダイナマイ ト

F?J安ダイナマイ hつ九秒にIt.と.ろ Ll此 ')
モノニトpナフタ1)I. 以てすると.吋 虎 Ll
と共に比王を火にすることが州都 こ,lL.モア/I一
採用吉相乙,ネこ■打■はllfJJ-の石災蝕MFl性yy･シー
仏所の安金鉱投光拭鰍 -_キ格した

カーリツトに依る鉄材切断に就て
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l 拷 甘

敬u!古史IJた行和のI#迫れ 磁LE+Jl.すべ
きスククツ7'1序の加瀬i･'拝qにする均に之tfj

を姐茄の大き1に切斯'T'るILY.lSが起,)がJJ-

バイTJの入Tllrqのt‡?'七･1･レンガスにJ:,i
9)新も仲-LtF匂一亡はない.之に対し順 を旺

用Lt卯崩し亡はどうかとの拙策JJ:あったの
で二三の3r抑こ牡L=+カーリツ71g_位糊しこ切

fFl叫 行つ ⊂比Tt1-o
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t#粟で韓i:切輔rJJF'tの17ほ ろ-,Jと
准ら世J74)群vJtiJnにかつ⊂切折Sjl,_,

と一巧-ら]-乙から▼Ll生成は捗止V)人h'J-
畑鞘を(蜘け,JIGEL噂か あ lh カ ーリツl･
を帳町rlL.rX綿印'tI上Tl.)相 川ふべきで
あつ こ.出.こJ如J如 脚TけJur幼児J･
大きいと.tit;エ),).′t:.ju白に於 こは米n
カーt)ツtr_†illTlLJiI切‡二仰F7日.1二
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た｡
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